
 

みなさん、こんにちは。文博の駐輪場の花壇は色とりどりの花が満開です。日を浴びた花々

を眺めていると、穏やかな気持ちになりますね。 

 企画展「小原実知成展」が始まりました。 
  5 月 19日（土）から１階特別展示室にて「2007 郷

土作家シリーズ 小原実知成展」が始まりました。開催

に先立ち、会場入口前に立つ大きな白い柱に、企画展

開催をご案内する文字が貼り付けられました。見慣れ

た柱ですが、赤と黒の２色にデコレートされて、モダ

ンな雰囲気になりました。 

 第１回「小原先生に聞きました」 
小原実知成展が開催中の小原先生にインタビューをしました。今号から数回に分け

て、そのとき伺ったお話をご紹介します。小原先生の人柄に触れてから作品を鑑賞す

ると、また違った見方ができるのではないでしょうか。 

小原先生は大学卒業後、魚住中学校で１０年間、鳥羽小学校で６年間、錦城中学校

で７年間、美術や図工科の授業や、クラス担任やクラブ顧問として明石の学校教育に

携わられました。美術の授業では生徒さんをモデルにして、毎回１０～１５分のクロ

ッキーの時間がありました。小原先生もクロッキーをして、描きあがったものをモデ

ルの生徒さんにプレゼントしていたそうです。

小原先生の人物画はデフォルメされたものもあ

りますが、クロッキーは本人そっくりで、プレ

ゼントされて喜ぶ子も多かったそうです。教え

子さんたちの中には、今でも小原先生のクロッ

キーを大切に保存している人もいることでしょ

う。 
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ここから企画展が始まります

 
作品の前で 

  「お好きな作品の前で写真撮影をさせてください」とお願いすると、小原先生は迷わず

この２枚の作品の前に進まれました。その理由は「これらが代表作になるだろう」とのこ

とです。みなさん、小原先生の代表作をお見逃しなく！ 

 


